
税制の優遇措置

北陸の気候を知り尽くした
石友グループ

事業者向け蓄電池

BCP対策

アフターサービス体制もNo.1

自社施工による安心の工事品質

中小企業経営強化税制

石友グループは、
太陽光発電・蓄電池

蓄電池システム構成イメージ

蓄電池の容量別放電可能時間

停電解消までの時間

BCPとは？

住宅用太陽光発電実績ランキング‥全国10位
蓄電池台数実績ランキング‥‥‥‥全国18位

施工実績

※「SSM（シャープサンビスタメンバー）」284社　2019年度実績より

※埼玉県は石友リフォームサービス越谷店、川越店の対応エリアのみとなります。以下のページでご確認いただけます。

北陸No.1

中小企業等経営強化法の認定を受けた経営力向上計画に基づき、対象設備の取得や製
作等をした場合に、即時償却または取得価額の税額控除が選択適用できます。

土地の有効活用
工場立地法では、太陽光発電を設置した面積は環境施設とみなされます。新たな生産施
設を増設することが可能になります。

企業価値の向上

環境にやさしいエネルギーの利用
発電時にCO2を排出しないクリーンなエネルギーを
利用することは、SDGsの達成に貢献することで、企
業価値の向上にもつながります。

電気代削減
発電した電気を自社で使用
電力会社から購入する電気を減らすことができます。

直接日光から屋根をカバー
空調（冷房）の効率アップを期待することができます

シャープ亀山工場の例
同じ外気温の時に太陽光発電パネルの設置前（2005
年）と設置後（2006年）を比較すると、平均的に天井内
の気温が2°C低い。

自家消費型太陽光発電のメリット
2012年のFIT制度（※）の導入を機に、太陽光発電しシステムの導入が急激に増加し、
10年間で約10倍以上になりました。

2040年には太陽光が
「主力電源化」へ

産業用太陽光発電・蓄電池の4つのメリット

経済産業省の「2025年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」では、2040年目標として再生
可能エネルギー（再エネ）の電源構成比率を約40％～50％に、太陽光の構成比を23～29％に設定し
ており、太陽光は「主力電源」となることを願われています。

石友リフォームサービスでは住宅用太陽光発電・蓄電池において北陸No.1(SHARP調べ)の施工実
績があります。蓄積されたノウハウ、施工力を活かして、産業用太陽光発電のサービスを2026年から
開始いたします。

屋根の上に設置するものですので、雨漏りのこと、落雪のこと、設置方位、
何か1つでも欠けるだけで大変なことになってしまいます。

アフターサービスも含め、30年間以上システムを維持してくれる業者に頼むことが重要です。

2025年6月5日 SHARP 全国有力シャープサンビスタメンバー
 2025年度ご提案会・コンテスト表彰式にて右から2番目が当社エネルギー事業部の責任者

「商品別チャレンジコース 3つ星賞」「取引金額チャレンジコース 2つ星賞」
「伸長率チャレンジコース 2つ星賞」「スパイラルアップ販促お取り組み賞」を受賞しました。

台風等で停電になった場合、2～3日間電気が使えない状態が続くこともあります。

2025年6月、政府の地震調査委員会は、近畿から北陸の海域の活断層で今後30年以内にマグニ
チュード７以上の地震が発生する確率は、１６％から１８％にのぼるとする評価結果を公表。
地震の発生確率は、2024年８月に公表されたうちの２２か所に「富山トラフ横断断層」を加え、それ
ぞれの特性を踏まえて算出し、「能登半島北岸断層帯」は2024年に能登半島地震を引き起こした
とされているため、確率を引き上げた形となりました。

太陽光発電・蓄電池・HEMSに関するご相談や無料見積依頼はこちらからお問い合わせください。
弊社で設置のお客様には各自治体の補助金申請をサポートします。

▼いつ起こるか分からない悪天候・災害

▼発電電力、畜電電力を設備に供給

▼事業の継続が可能

①生産性向上設備
②収益力強化設備
③経営資源集約化設備
④経営規模拡大設備
を導入して実施する経営力向上計画の認定を受けることが必要になります。

税引前利益2,000万円の企業が、1,000万円の太陽光発電を購入された場合（法人税率30%と仮定）

太陽光発電、蓄電池はココに該当

優遇措置の適用基準となる4つの条件

優遇税制の活用例〈即時償却のイメージ〉

売電単価と電気料金の推移

FIT制度の売電単価は、技術革新や市場競争によるコスト低下を反映し、毎年見直され、
年々下がる傾向にあり、逆に電力の購入単価は年々上がっています。したがって、発電し
た電気は自家消費した方がおトクになります。

※この税制の適用にあたってのご質問等は、所轄の税務署や税理士等にお問い合わせください。

※この税制の適用にあたってのご質問等は、所轄の税務署や税理士等にお問い合わせください。

法人税
600万円

通常 太陽光発電を購入

法人税
300万円

1,000万円

=1000×30％

=2000×30％

2,000万円

太陽光発電
1,000万円

利
益（
課
税
対
象
）

利
益（
課
税
対
象
）

100％
即時償却

300万円の
即税効果
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非常時の電力確保が重要！

富山県
石川県

福井県

埼玉県太陽光発電・蓄電池の施工は
石友グループ正社員による
安心施工です。

お問い合わせ・無料見積フォーム

BCP = Business Continuity Planning = 「事業継続計画」

危険な豪雨異常な高温 スーパー台風 大寒波

▼停電時の使用電気製品例

V2Hシステム構成イメージ
Ｖ２Ｈ（※）システムを含めて、すべてのシステムを構成することが可能です。

日中は太陽光で発電した電気も活用・充電することができ、
より長い時間、電気が使うことができます！

※V2Hとは、「Vehicle to Home」の略で電気自動車（EV）やプラグインハイブリッド（PHEV）から事業所やご自宅への電力供給や、
　事業所、ご自宅から車両へ充電するための機器です。

産業用
太陽光発電・蓄電池

産業用太陽発電サービス開始

1 電気代を
削減できる 2 企業価値の向上

3 税制優遇で
即時償却可能 4 悪天候や災害時の

停電に備えられる

FIT（フィット）制度とは、再エネ発電で発電した電気を、電力会社が一定期間一定の価格で買い取ることを国が約束する制度のことです。
FITとは「Feed-in Tariff（フィード・イン・タリフ）」の略で、「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」と訳すことができます。
2012年7月に施行された「再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法」（再エネ特措法）によって導入されました。
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発電シミュレーション

項　目
太陽電池容量
太陽電池モジュール
太陽電池モジュール枚数
パワーコンディショナ容量

方位角+傾斜角

仕　様
14.96kW
単結品
34枚
9.5kW
南向き+1°

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

設置知庵：大阪
※ピークロスは発生しないと仮定して試算しています。　※日射量データはMONSOLA-20を使用しています。

1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月

発電量
日射量

発電量
［kWh］

日射量
［kWh/m²/日］
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家電機器

照明

テレビ

ラジオ

FAX

ノートパソコン

冷蔵庫

携帯電話充電器

合計

定格電力

20W

170W

5W

100W

120W

300W

15W

1245W

台数

20台

1台

1台

1台

1台

1台

10台 13.0kWh
約 時間7.8

9.5kWh
約 時間6.0

6.5kWh
約 時間4.1

導入までの流れ

必要な面積と低圧・高圧

▼太陽電池に必要な面積（概算）

▼低圧（50kW未満）

太陽電池モジュール（440W）のサイズにて算出

太陽電池に必要なスペースの概算は可能ですが、詳細確認のため、現場調査が必要です。

発電シミュレーション・システムの選択

発電シミュレーション

14.96kWシステムの場合
ハゼ桁板屋根（平置き）架台

・主な設置場所：小規模店舗など
・電圧：交流600V以下、直流750V以下
・法規制：一般用電気工作物として扱われる
・メリット：比較的導入しやすい
・デメリット：発電量が限られる

▼システムの種類の検討

▼高圧（50kW以上）
・主な設置場所：企業、工場、大規模施設など
・電圧：交流600V超、直流750V超
・法規制：自家用電気工作物として扱われる
・メリット：大規模な発電が可能で、売電収入も期待できる
・デメリット：導入コストが高い、法規制が複雑

※メンテナンススペースは含まれていますが、設置周囲のスペースは含まれておりません。
※陸屋根は、太陽電池アレイの離隔を加味した数値となります。

〈高圧の例〉石友グループ プレカット工場

項　目
太陽電池容量
太陽電池モジュール
太陽電池モジュール枚数
パワーコンディショナ容量

架台
方位角+傾斜角

仕　様
14.96kW

単結品 NJ-44QKN
34枚
9.5kW

ハゼ桁板屋根（平置き）架台
方位角：南より0°+傾斜角：10°
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1,500
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設置知庵：大阪
※ピークロスは発生しないと仮定して試算しています。　※日射量データはMONSOLA-20を使用しています。

1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月 1月

発電量
日射量

発電量
［kWh］

日射量
［kWh/m²/日］

年間想定発電量 19.136kWh/年

▪傾斜屋根設置　▪折板屋根設置

必要面積：約110m²
重　　量：  約0.9t
太陽電力のみ［約82kg/m²］
※架台を除く重量

低
圧

高
圧

太陽電池容量 必要枚数 傾斜屋根設置 陸屋根
10kW
20kW
30kW
40kW
50kW
60kW
70kW
80kW
90kW
100kW

23枚
46枚
69枚
91枚
114枚
137枚
160枚
182枚
205枚
228枚

51m²
102m²
152m²
201m²
251m²
302m²
352m²
401m²
451m²
502m²

65m²
129m²
194m²
255m²
320m²
384m²
448m²
510m²
574m²
639m²

16坪
31坪
46坪
61坪
76坪
92坪
107坪
122坪
137坪
152坪

11坪
21坪
31坪
41坪
51坪
62坪
72坪
82坪
92坪
102坪
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年間想定発電量 19.136kWh/年

全て自家消費した場合
年間電気代削減額 約 万円45

※1 電気代24円/kWhと想定。（再エネ賦課金3.98/kWhを含む）
※2 最も使用電力の多い時間帯の使用電力を削減され、電力の使用量全体を低減されること。削除する取り組みのことを
　   「ピークカット」といいます。
※3 NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の2010年から2018年の全国1kmメッシュ、月平均の推定値
　　を収録した日射量データベースのこと。
※シャープエネルギーソリューション株式会社 調べ


